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学部内に設置されたIR(Institutional Research)組織
BLP授業改善に加え、学部運営（⼊試・カリキュラム改⾰）にも⽰唆を提供

学⽣スタッフ（DA：データアシスタント）による分析
学⽣⾃ら授業改善に向けた課題を考え、仮説を⽴てデータ分析で検証する

授業責任者・事務局・データ分析担当の三位⼀体チーム
現場の課題に即して、スムーズにデータ収集できる体制
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公益財団法⼈ 電通育英会様のご⽀援によって運営されています
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オンライン授業の教育効果
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BLPの教育効果・学習成果を評価する軸

直接評価

間接評価

質的評価 量的評価

質問紙調査

客観テスト

学習者⾃⾝による
学びの記述評価

ポートフォリオ評価

パフォーマンス評価

⽴教経営BLPでは、
多様な評価⼿法を採⽤し、学⽣の学習成果を多⾯的に測定

トランジション調査
リーダーシップ調査
授業評価アンケート

リーダーシップ
三要素理解テスト

リーダーシップ
レポート課題

ルーブリック評価
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授業後振り返り
（毎授業後実施）

hi



5

“オンライン” による教育効果
-対⾯で⾏われた昨年データとの⽐較（BL0を事例に）-



リーダーシップ３要素に対する理解度は？

対⾯授業で⾏った昨年よりも、
リーダーシップ３要素に対する理解度は⾼い（直接評価より）
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オンライン上でもリーダーシップ⾏動は実践できた？

「⽬標設定・共有」「関係構築・同僚⽀援」の実践は昨年を⼤きく上回る
「率先垂範」に関する実践は昨年とほぼ同⽔準5OPQRP2ST+UV13:
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［補⾜］授業開始時との⽐較では、いずれも⼤幅アップ！

授業開始時と⽐べて、リーダーシップ⾏動を
「実践している割合」はいずれも⼤幅アップ！
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「リーダーシップ⾏動」について詳しく知りたい⽅はこの論⽂を！
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なぜBLPはオンライン授業でも
⼀定の教育効果を上げられたのか？
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!"# の取り組み !"$ の取り組み

まずは「教室内」の取り組みについて



そもそも…授業への出席率はどうだったのか？

対⾯授業時と⽐べて、授業の出席率は⼤幅にアップ！
（BLPでは授業参加率をとても重視しています）
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参加はしても、授業への集中⼒は低下するのでは？

受講⽣の授業に対する積極的な関わりは対⾯授業時とほぼ同⽔準
対⾯と⽐べて、オンラインの⽅がメモ・ノートが取りやすい環境！？
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「気軽なコミュニケーション」は対⾯時に⽐べてダウンするも、
「クラスの雰囲気」への評価は昨年に⽐べてアップ！なぜか…？

2019 2020 !" 2020-2019#

!"#$%&'()$*+$,-./012345 4.42 4.63 0.21

!"#67895:%;<= 4.42 4.59 0.17

!"#$>?@A@(5 4.05 4.21 0.16

B$%&!"#$2C$D<EF-6G5H3=5 4.70 4.54 -0.17

!"#:HIJ$%&

KLMNOPQRSTUVWAXYZ=5
4.20 4.01 -0.19

mQnTUopqr

オンライン授業＝「クラスの雰囲気がイマイチ説」は本当か？
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授業運営陣（教員・SA）から受講⽣に積極的に関わる⼯夫

対⾯授業で⾏った昨年との⽐較で特にスコアが向上したのは、
「教員によるクラス雰囲気づくり」「SAによるフィードバック」
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データから⾒た「授業運営上」のポイント

%&# の取り組み

『オンラインだと学⽣の反応が掴みづらいよね…』で終わらせない
教員・SA側から積極的に受講⽣に対して関わる姿勢が重要

教員：クラス全体の雰囲気づくり（全体介⼊）
SA：受講⽣への個別フィードバック（個別介⼊）

クラスの雰囲気がイマイチ 説

授業への集中⼒が低下する 説

検証されず
（むしろ改善）

- 授業のオンライン化でよく囁かれるウワサ -

検証されず
（むしろ改善）
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!"# の取り組み !"$ の取り組み

続いて「教室外」の取り組みについて



オンライン授業による教育効果を⾼める「教室外」要因とは？

gPqr

「教室外学習⾏動」を⽀援する３つのキーワード
『授業外学習5z{U6|: 』『グループワーク』『メンター⽀援』
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授業時間以外での学習時間は、昨年に⽐べて⼤幅増加
「週５時間以上」割合は、51.0％! "0.#$

（※授業課題のボリュームは例年より控えめ）

授業時間以外にも⾃発的に学習する受講⽣が⼤幅に増加！



授業内容に対する学問的興味・関⼼度がアップ

授業に%&して'加する(とで、授業)*に対する学+的,-が増す.向
「学+的,-をかきたてられた」と回/する割合が 0.#1イント増加
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授業時間以外に具体的にどんな学習をしている？

)
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2出34の5直しや授業)*に関6する78的な学習を⾏9割合が
昨年⽐で101イント以上アップ
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グループワーク実:;度は、昨年に⽐べて 増加
「週３<以上実:」の割合は、 0=.#％! #".2$

オンライン環境の⽅がグループワークを実施しやすい
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>?@ーA（BC出DE）は「週３ F G<」実:がHも多い
（「週5<以上」実:の割合はICJK@ーAの⽅が多い）

⾼成績チームほどメリハリのあるグループワークを実施
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グループワーク前の事前準備に時間をかけている！
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グループワークL回MたりNO準P時間は、昨年に⽐べて 増加
NO準P時間「Q時間以上」割合は、 22." ％! 00.#$
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>?@ーA（BC出DE）ほR時間をかSて準Pした上で
グループワークを実:している.向

⾼成績チームほど事前準備を⼊念に⾏っている
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昨年と⽐べて、
「グループワークのTが⾼く、⽣U的に⾏Vた」と評価する割合が 増加

受講⽣のグループワークに対する⽣産性“実感度”は？
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メンター⽀援に対する評価は昨年に⽐べて全体的に向上
W割以上の受講⽣がメンター⽀援によるX果を実Y

今年は特に「メンター⽀援」が効果を発揮
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約３⼈に２⼈の新⼊⽣が「メンターのおかげ
で⼤学⽣活の不安が軽減した」と回答

メンターは授業⽀援だけでなく、⼤学⽣活の不安軽減にも寄与！



データから⾒た「教室外の学習⾏動」のポイント

オンラインZで⽣[る時間と授業)*への関\から
授業の]習と授業に関6した78的学習を⾏なっている

オンラインZで⽣[る時間と^がりやすさを_かし
⽣U`の⾼いグループワークを実践している

オンラインZにa9bcYや学習deを
メンターが個別にフfgーし、de軽hにijている

授業外学習

グループ
ワーク

メンター⽀援



データから⾒た「教室外の学習⾏動⽀援」のまとめ

オンラインシフトにa9、受講⽣を取りkく学習環境 GつのlZ

学習時間
増加

mット接n

opZ

bcY・deY

増⼤

授業外学習のqr
⽣U`の⾼い

グループワーク メンター⽀援

授業)*

%&度向上

BLPにsSる「教室外学習⾏動⽀援」の1イント

– H — ˜
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授業のオンライン化はいいことづくめ？



オンラインならではの難しさも…

オンラインで授業の雰囲気づくりにtuできたと回/する割合は ダウン
特に⼤学授業の受講経vがないL年⽣に率先垂範をwxするのはyz{

運営|（教員・ SA・メンター）側からの積極的な関わりが重要

RSTU;<VWXY&Z[\]^#•dehi*

!" #" $

!"#$%&'()*+,- %&'( )&(% *+&,-

!"./0)12)345)678,- )&,% ,&(+ *+&)%



36

［まとめ］オンライン授業の教育効果を⾼めるアプローチ

'
.
/

対話型授業

メンターによる
学習活動⽀援

⽣産的な
グループワーク

個⼈による
授業外学習

教室)だSでなく、 教室外を}jた受講⽣の学習_動全~に対する⽀援 が重要
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